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材料となり得るとの発想に基づ、いて，芳香族第一二アミン， l¥，:-J，X ，1¥・ー テトラアリー ル--9，9 ビス(4ー
アミノフェニル)フルオレンを各種合成し，これらの電J.J:・電流特性曲線の比較から.芳香枝アミン部の
:~ 10 
電子供与性の!II員は，素子駅動時の¥fち卜がり電Ltの低下ー の1聞に一致する事実を見いだした。この事は，機
能材料分子中に官能基を導入する事により，カチオンラジカルの生成の制御，ならびにその安定性の制御
が可能である事を示している。
この手法を，有機磁性体材料である芳香族第三アミン， ULf)-トリアミノベンゼンや1，3ー ジアミノベ
ンゼン誘導体に応用して.如何なる種類の官能基が.より安定な多価カチオン高スピン分子の発生に適し
た官能基であるかを追求した。
この研究では，アミン上の置換基として電子供守性の強い官能基であるアニシル某やトルイル廷の導入
はカチオンラジカルの熱的安定化をもたらす事，さらにこの系に，立体的に嵩高い宮能基を， ヒ品、ノケル
分子軌道計算から予測される電子密度の高い位置に導入した磁性材料では，分子聞の酸化による二量化や
構造変化が防止され，反応速度論的に安定な多価カチオン高スピン分子を与える事を， ESR/EST:¥ (電
子スピンニューテーション法)の研究から明らかにしている。また，同様の手法を芳香族ケトン体.1，3-
および1.4ージベンゾイルベンゼン系化合物に適応して，多価アニオン高スピン分子の安定化にも，官能
基導入によるラジカル制御の手法が有効である事を見いだしている。
本研究は，有機化学的な官能基導入法と物理化学的な電子スピン共鳴法・分子軌道法の概念を併崩して
分子設計し有機半導体・有機磁性体に要求される安定な多価イオン高スピン分子の発生に有用な有機化
合物を，官能某の種類と導入位置の観点から追求し.新しい知見を得ており.有機機能材料学の分野に大
きく寄与するものである。
よって.博1:(関学〉の学位を授与するに値するものと審査した。
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